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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年5月5日(2012.5.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
電気掃除機の本体に接続され床掃除の吸引部を先端に装着されたホースの途中に容易に取
り付けることができるモップの埃の吸引具において、両端が開口した略筒状で、該周壁は
、長さ方向に沿って略半筒部を占める受け壁部と、該対面の略半筒部を占める覆い壁部か
らなり、前記受け壁部の略中央部の側面に該内側より通じる連結管が設けられ、前記覆い
壁部の一部に長さ方向に貫通する切れ目が設けられた筒状の清掃部を有することを特徴と
するモップの埃の吸引具。
【請求項２】
電気掃除機の床掃除の吸引具から電気掃除機本体間のホースの接続部の間に嵌合連結され
て吸気を連通させる中空の接続管を備え、該側面に前記接続管の内側より連通する分岐管
が設けられたホース連結部と、前記分岐管に前記連結管を連結させた前記筒状の清掃部と
からなる請求項１記載のモップの埃の吸引具。
【請求項３】
前記ホース連結部の前記分岐管に前記筒状の清掃部の前記連結管が回動可能に連結され、
前記ホース連結部と前記筒状の清掃部は、互いに接する回動摺動部を有し、前記回動摺動
部には吸引口と遮断部が形成され、前記ホース連結部と前記筒状の清掃部を回動させるこ
とにより、吸引口の重なり量を調整し、吸気の開閉と吸気量の調整ができる請求項１、２
記載のモップの埃の吸引具。
【請求項４】
　請求項２、３記載のモップの埃の吸引具を、電気掃除機の床掃除の吸引具から電気掃除
機本体間のホースの接続部の間に嵌合し連結する手段を備えた電気掃除機。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】



(2) JP 2011-229629 A5 2012.6.21

【００１０】
　電気掃除機の本体に接続され床掃除の吸引部を先端に装着されたホースの途中に容易に
取り付けることができるモップの埃の吸引具において、両端が開口した略筒状で、該周壁
は、前記周壁の長さ方向に沿って略半筒部を占める受け壁部と、該対面の略半筒部を占め
る覆い壁部からなり、前記受け壁部の略中央部の側面に該内側より通じる連結管が設けら
れ、前記覆い壁部の一部に長さ方向に貫通する切れ目が設けられた筒状の清掃部を有する
ことを特徴とするモップの埃の吸引具を提供する。
柔らかく膨らんだモップの清掃部を筒状の清掃部の周壁内へ挿入する際に、埃の飛散を防
止するために、モップの柄を把持した状態で、前記周壁の側面の一部の切れ目よりモップ
の柄を先に挿入させ、モップの柄と共にモップの清掃部の極細繊維部を前記周壁内に引き
込むことにより、筒状の清掃部を大型化することなく、モップの清掃部に付着した埃、塵
の飛散を防止することができる。 
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　　電気掃除機の床掃除の吸引具から電気掃除機本体間のホースの接続部の間に嵌合連結
されて吸気を連通させる中空の接続管の側面に前記接続管の内側より連通する分岐管が設
けられたホース連結部と、前記分岐管に前記連結管を連結させた前記筒状の清掃部とによ
って構成され、前記ホース連結部の前記分岐管に前記筒状の清掃部の前記連結管が回動可
能に連結され、前記ホース連結部と前記筒状の清掃部は、互いに接する回動摺動部を有し
、前記回動摺動部には吸引口と遮断部が形成され、前記ホース連結部と前記筒状の清掃部
を回動させることにより、吸引口の重なり量を調整し、吸気の開閉と吸気量の調整ができ
るモップの埃の吸引具を提供する。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
電気掃除機の床掃除の吸引具から電気掃除機本体間のホースの接続部の間に嵌合連結し取
り付ける手段を有するモップの埃の吸引具を、前記ホースの接続部の間に嵌合し連結する
手段を備えた電気掃除機を提供する。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
【図１】図１は、モップの埃の吸引具３を電気掃除機本体１のホース２に装着した状態で
ある。
【図２】図２は、モップの図である。
【図３】図３は、モップをモップの埃の吸引具３に挿入した図である。
【図４】図４は、モップの埃の吸引具３の上視図である。筒状の清掃部６とホース連結部
７が並行になっている。
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【図５】図５は、モップの埃の吸引具３の上視図である。ホース連結部７に対して、筒状
の清掃部６が90°回転している。
【図６】図６は、図４のAA断面図である。
【図７】図７は、図５のCC断面図である。
【図８】図８は、図４のBB断面図である。
【図９】図９は、モップの埃の吸引具３の筒状の清掃部６にモップの柄４を切れ目１３か
ら挿入し、筒状の清掃部６をホース連結部７に対して90°回転させた図。
【図１０】図１０は、モップの埃の吸引具３に筒状の清掃部６にモップの柄４を切れ目１
３から挿入し、筒状の清掃部６をホース連結部７に対して90°回転させ、モップ清掃部５
を筒状の清掃部６に引き入れモップの清掃部５の埃、塵を筒状の清掃部の吸引口８から吸
引している図。
【図１１】図１１は、筒状の清掃部の斜視図である。
【図１２】図１２は、ホース連結部の斜視図である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
１、 電気掃除機本体
２、 ホース
３、 モップの埃の吸引具
４、 モップの柄
５、 モップの清掃部
６、 筒状の清掃部
７、 ホース連結部
８、 筒状の清掃部の吸引口
９、 ホース連結部の吸引口
１０、 吸引口が連通している状態
１１、 矢印Ａ
１２、 矢印Ｂ
１３、 切れ目
１４、接続管
１５、分岐管
１６、連結管
１７、周壁
１８、床掃除の吸引具
１９、第１の回動摺動部
２０．第２の回動摺動部
２１、テーパー部
２２、ホース把持部
２３、モップの柄の把持部
２４、モップの柄のシャフト部
２５、極細繊維部
２６、ホースの接続部
２７、遮断部１
２８、遮断部２
２９、受け壁部
３０、覆い壁部
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【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　図９は、複雑な凹凸面のある個所を清掃し、埃、塵が付着したモップの柄を、モップの
埃の吸引具３に設けられた切れ目１３に挿入し、筒状の清掃部６をホース連結部７に対し
て、90°回転させた図である。
 
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　図１０は、複雑な凹凸面のある個所を清掃し、埃、塵が付着したモップの柄４を、モッ
プの埃の吸引具３に設けられた切れ目１３に挿入し、筒状の清掃部６をホース連結部７に
対して、90°回転させ、筒状の清掃部の吸引口８とホース連結部の吸引口９とを連通させ
て、モップの清掃部５を筒状の清掃部６に引き入れた状態の図である。この状態で、モッ
プを矢印A１１の方向に反復させながら矢印B１２の方向に回転させることで、モップの清
掃部の埃、塵を飛散させることなく吸引することができた。
 
【手続補正９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】

【手続補正１０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２】

【手続補正１１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図３】

【手続補正１２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図５】

【手続補正１３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図７】

【手続補正１４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図８】

【手続補正１５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１０】

【手続補正１６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１１
【補正方法】追加
【補正の内容】

【図１１】

【手続補正１７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１２
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【補正方法】追加
【補正の内容】
【図１２】
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